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投
票
で
き
る
方

　

投
票
で
き
る
の
は
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
で
す
。
た
だ
し
、
投
票
す
る
前
に
県

外
へ
転
出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

① 

平
成
13
年
4
月
8
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

日
本
国
民

② 

平
成
30
年
12
月
28
日
ま
で
に
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
選
挙
当
日
ま
で
引

き
続
き
市
内
に
居
住
し
、
川
越
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

た
だ
し
、
県
内
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

方
で
も
、
市
内
の
投
票
所
で
投
票
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
県
内
他
市
町
村
へ
転

出
し
た
方
の
投
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
。

＊
川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
も
、
特
別
な
事
情
で
選
挙
権
を

失
っ
た
方
、
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
た
方

な
ど
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
県
外
か
ら
転
入
し
た
方
の
投
票

　

平
成
30

年
12

月
28

日
ま
で
に
川
越
市
へ

転
入
届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
投
票
で

き
ま
す
。
12

月
29

日
以
降
に
転
入
届
を
提

出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
県
内
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
の
投
票

　

平
成
30

年
12

月
28

日
ま
で
に
川
越
市
へ

転
入
届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
市
内
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
12

月
29

日
以

降
に
転
入
届
を
提
出
し
、
前
住
所
地
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前

住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
市
町
村
が
発
行
す
る
引
き
続

き
県
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
書

ま
た
は
住
民
票
の
写
し
を
提
示
す
る
か
、

投
票
所
で
引
き
続
き
県
内
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
を
申
し
出
て
、
居
住
し
て
い
る
か

確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
県
内
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方
の
投
票

　

川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
た
方
が
、
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
、

新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
川
越
市
で
投
票
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
市
町
村
が
発
行
す
る

引
き
続
き
県
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
の

証
明
書
ま
た
は
住
民
票
の
写
し
を
提
示
す

る
か
、
投
票
所
で
引
き
続
き
県
内
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
を
申
し
出
て
、
居
住
し
て

い
る
か
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
投
票
所
で
居
住
の
確
認
を
受
け

る
際
は
、
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

入
場
整
理
券
は
告
示
日
以
降
、
封
書
で

郵
送
し
ま
す
。
4

月
1

日
㈪
ま
で
に
配
達

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
が
な
い
場
合
で
も
、

川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
期
日
前
投
票
所
お
よ
び
投
票
日
に
指

定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。
入
場
整
理
券

が
届
い
た
ら
、
記
載
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

封
筒
に
は
世
帯
全
員
の
入
場
整
理
券
が
入

っ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
所
に
は
本
人
の

入
場
整
理
券
だ
け
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

選
挙
公
報

　

立
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど
を
記
載

し
た
選
挙
公
報
は
、
4

月
5

日
㈮
ま
で
に

新
聞
朝
刊
（
朝
日
・
埼
玉
・
産
経
・
東
京
・

日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
）
に
折
り
込
み

ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方

　

選
挙
公
報
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
事

務
局
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
一
度
連
絡
を
し
た
方
に
は
、
次

回
の
選
挙
以
降
も
郵
送
し
ま
す
（
市
外
転

出
し
た
場
合
を
除
く
）
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
可
能
な
方

　

告
示
日
以
降
、
準
備
が
整
い
次
第
、
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

＊
選
挙
公
報
の
掲
載
は
、
有
権
者
へ
の
啓

発
・
周
知
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
選
挙
公
報
を

印
刷
し
て
、
不
特
定
多
数
の
者
に
配
布
す

る
な
ど
の
行
為
は
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
＝
3
月
29
日
㈮

投
票
日
＝
4
月
7
日
㈰ 

投
票
時
間
＝
午
前
7
時
～
午
後
8
時

（
西
第
7
区
川
越
市
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

L
2
2
4
‐
6
1
2
0

O
2
2
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‐
7
7
1
3
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投
票
の
方
法

　

投
票
所
は
入
場
整
理
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。
投
票
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、

上
図
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
と
点
字
投
票

　

身
体
が
不
自
由
な
方
や
自
分
で
文
字
が

書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
係
員
が
本
人
に

代
わ
り
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
障
害

の
あ
る
方
は
、
点
字
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
投
票
所
で
係
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
18
歳
未
満
の
方
の
同
伴

　

投
票
所
に
は
18

歳
未
満
の
方
の
同
伴
が

可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
の
補
助
を
し
た
り
、
本

人
の
代
理
で
投
票
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
票
（
即
日
開
票
）

　

開
票
は
、
４
月
7

日
㈰
午
後
9

時
か
ら

川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行
い
ま

す
。

　

開
票
速
報
は
、
総
合
体
育
館
正
面
玄
関

に
掲
示
し
ま
す
。
夜
間
に
及
ぶ
た
め
、
付

近
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
投
票
・
開
票
速
報

投 

票
速
報
…
4

月
7

日
㈰
午
前
9

時
～
午

後
9

時
30

分

の
と
お
り
で
す
。

　

期
日
前
投
票
を
行
う
際
は
、
宣
誓
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
宣
誓
書
は
入
場
整
理

券
の
裏
面
の
ほ
か
、
期
日
前
投
票
所
に
も

備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

開 
票
速
報
…
4

月
7

日
㈰
午
後
10

時
～

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト

で
確
認
で
き
ま
す
。

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
へ

■
投
票
日
以
外
な
ら
市
内
で
投
票
可
能
な
方

　

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期

日
前
投
票
所
の
場
所
と
日
時
は
右
の
表
１

図　投票の流れ（イラストはイメージです）

①受付で入場整理券をお

渡しください。入場整理

券をお持ちでない場合は

係員にお伝えください。

代理投票または点字投票

を希望される場合はその

旨お申し付けください。

②名簿との照合

を行います。本

人確認のため名

前を読み上げま

すが、ご了承く

ださい。

③投票用紙を受

け取ってくださ

い。

④記載台で候補

者1人の氏名を

投票用紙に記載

してください。

⑤投票用紙を投

票箱に投函して

ください。

⑥以上で終了です。投票

済証を希望する方は係員

にお申し付けください。

投票済証は1人1枚のみ

で、投票所を出てからの

発行はできませんのでご

了承ください。

会
場

日
時

本
庁
舎
7
階
7
A
会
議
室

3
月
30
日
㈯
～
4
月
6
日
㈯
午
前
8
時
30
分
～

午
後
8
時

南
公
民
館
（
ウ
ェ
ス
タ
川
越
1
階
）

4
月
3
日
㈬
～
6
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

8
時
30
分
（
6
日
㈯
は
午
後
7
時
ま
で
）

メ
ル
ト
（
西
文
化
会
館
）

4
月
3
日
㈬
～
6
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

7
時

高
階
市
民
セ
ン
タ
ー

4
月
3
日
㈬
～
6
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

7
時

表
１
　
期
日
前
投
票
の
日
程

＊
南
公
民
館
は
4
月
6
日
の
み
、
終
了
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
南
公
民
館
で
は
駐
車
券
は
発
券
し
ま
せ
ん
（
1
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
駐
車
料
金
無
料
）
。

投
票
区

従
来
の
投
票
場
所

今
回
の
投
票
場
所

1

初
雁
中
学
校
体
育
館

初
雁
中
学
校
格
技
棟

2

初
雁
中
学
校
体
育
館

初
雁
中
学
校
美
術
室

10

城
南
中
学
校
体
育
館

城
南
中
学
校
美
術
室

17

芳
野
中
学
校
体
育
館

芳
野
中
学
校
美
術
室

27

高
階
中
学
校
体
育
館

高
階
中
学
校
C
棟
（
金
工
室
）

28

高
階
中
学
校
体
育
館

高
階
中
学
校
C
棟
（
木
工
室
）

41

霞
ケ
関
中
学
校
体
育
館

霞
ケ
関
中
学
校
特
別
棟

投
票
場
所
の
変
更
に
つ
い
て

　
左
記
の
投
票
所
は
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
場
所
が
従
来
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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■
市
外
に
長
期
滞
在
中
の
方

　

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
3
5
0

‐
8
6
0
1
川
越
市
役
所
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
等
を
滞
在
先
の
住
所
地
へ
郵
送
し

ま
す
の
で
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
き
、
不
在

者
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
書
は
入
場
整
理
券
の
裏
面
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
必
要
事
項
を
満
た

し
て
い
れ
ば
書
式
を
用
い
な
く
て
も
請
求

可
能
で
す
。

＊
請
求
書
は
本
人
の
自
筆
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
は
請
求
で

き
ま
せ
ん
。
投
票
用
紙
等
の
郵
送
に
は
日

数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

郵
便
投
票

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
1
級
ま
た
は
2
級

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
1
級
ま
た
は
3
級

免
疫
・
肝
臓
1
級
～
3
級

戦 

傷
病
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
で
特
別
項
症
～
第
2
項
症

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
で
特
別
項
症

～
第
3
項
症

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
5

代
理
記
載

郵
便
投
票
の
条
件
に
加
え
、
上
肢
・
視
覚
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
特

別
項
症
～
第
2
項
症

表
2
　
郵
便
投
票
お
よ
び
代
理
記
載
の
で
き
る
方

し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
定
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方

　

不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
都
道
府
県
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
施

設
で
は
、
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
施
設
が
指
定
施
設
に
該
当
す
る
か
、

不
在
者
投
票
を
実
施
で
き
る
か
は
施
設
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

　

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
条
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
郵
送
で
の
投
票

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
投
票
が
可
能
な

方
で
、
さ
ら
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
代
理

人
に
記
載
し
て
も
ら
う
代
理
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

　

審
査
お
よ
び
証
明
書
の
発
行
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
申
請
は
選
挙
管
理
委
員

会
（
東
庁
舎
3

階
）
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
投
票
日
の
4

日
前
ま
で
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
代
理
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
書
は
本

人
の
自
筆
が
必
要
で
す
。
な
お
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
障
害
の
程
度
を
示
す
書
類
の

原
本
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
頒
布
解
禁

　

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
今
回
の
県

議
会
選
挙
か
ら
、
候
補
者
は
選
挙
運
動
用

の
ビ
ラ
の
頒
布
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
平
成
　
・
　
年
度
入
札
参
加
業

者
の
追
加
登
録
」
を
受
け
付
け

契
約
課

L
2
2
4
︲
5
6
3
2

O
2
2
3
︲
1
7
2
6

　

市
が
発
注
す
る
次
の
種
目
の
入
札
参
加

業
者
の
追
加
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
市
独
自
の
も
の
と
、
共
同

受
付
に
参
加
し
て
い
る
全
自
治
体
で
共
通

の
も
の
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請

の
手
引
き
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申 

請
業
務
…
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・

測
量
、
土
木
施
設
維
持
管
理
（
道
路
・

河
川
・
苑え

ん

地ち

・
下
水
道
）

申 

請
期
間
…
新
規
申
請
＝
4

月
1

日
㈪
～

19

日
㈮
▼
業
種
な
ど
の
追
加
申
請
＝
4

月
1

日
㈪
～
26

日
㈮
（
各
消
印
有
効
）

申 

請

方

法

…
申
請
書
類
を
〒
3
3
0
‐

9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三

丁
目
15

‐
1

・
県
入
札
審
査
課
に
郵
送

（
持
参
不
可
）

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

地
域
づ
く
り
推
進
課

L
2
2
4
︲
5
7
0
5

O
2
2
4
︲
6
7
0
5

　

自
治
会
は
、
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
各
地
域
に
お
い
て
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
環
境
美
化
・
防
災
・

防
犯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
主
的
な
団
体
で
す
。

　

自
治
会
に
加
入
し
、
地
域
と
の
交
流
や

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
転
入
や

転
居
に
伴
い
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
自
治

会
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
同
課
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

31

32
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国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

市
民
課

L
2
2
4
︲
5
7
6
4

O
2
2
6
︲
5
0
9
1

　

国
民
年
金
は
20

歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
方

が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
加
入

す
る
年
金
の
種
類
は
、
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
な
ど
）・
第
2

号
被
保
険
者
（
会

社
員
や
公
務
員
）
・
第
3

号
被
保
険
者
（
第

2

号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
）
に
分

か
れ
ま
す
。
退
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
加

入
の
種
類
が
変
わ
る
と
き
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
「
届
け
出
や
納
付
を
忘
れ
て

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
自
分
の
年
金
は
し
っ
か
り

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
表
を
確
認
し
、
手
続
き
に
必
要
な
物

を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

4

月
か
ら
来
年
3

月
ま
で
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
月
額
1

万
6
4
1
0
円
で
す
。

納
付
書
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
4

月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
割
り
引
き
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
現
金
で
の
納
付

以
外
に
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
納
付
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
川
越
年
金
事
務
所

L
2
4
2
‐
2
6
5
7
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
ご
存
じ
で
す
か
？
　
学
生
納
付
特
例

　

20

歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が

少
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
保
険
料
を
後
払
い

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
特
例
が
承
認
さ
れ
て
、

今
年
度
も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
す

る
方
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
形
式
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
埼
玉
広
域
事
務
セ
ン
タ
ー
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
通
知
が
届
く
ま

で
は
、
約
3

か
月
か
か
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
学
す
る
学
校
等
が
変
わ
っ

た
方
、
申
請
書
が
届
か
な
か
っ
た
方
は
、

窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

対 

象
…
大
学
・
短
大
・
高
校
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
（
所
得
制
限
あ
り
）

必 

要
な
物
…
新
学
年
の
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
・
年
金
手
帳
・
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認
書
類
（
通

知
カ
ー
ド
等
）
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
等
）
・
印
鑑

受 

付
窓
口
…
同
課
（
本
庁
舎
1

階
）
・
市
民

セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所

＊
2

年
1

か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
す
る
場
合
は
、
在
学
期
間
を
証
明
す
る

書
類
が
必
要
で
す
。

組
織
改
正
の
お
知
ら
せ

行
政
改
革
推
進
課

L
2
2
4
︲
5
5
0
5

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

　

平
成
31

年
度
の
組
織
改
正
の
概
要
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

課
な
ど
の
見
直
し

■
療
育
支
援
課
の
新
設
（
こ
ど
も
未
来
部
）

　

障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
や
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理
等
を
行
う
療
育

支
援
課
を
新
設
し
ま
す
。

こ
ん
な
時

手
続
き

届
け
出
先

手
続
き
に
必
要
な
物

20
歳
に
な
っ
た

加
入

市
民
課
（
本
庁
舎
1
階
）
・
市
民
セ
ン
タ

ー
・
南
連
絡
所
、
第
3
号
被
保
険
者
は

配
偶
者
の
勤
務
先

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認
書
類
（
通
知
カ

ー
ド
等
）
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
・
印
鑑

会
社
な
ど
を
退
職
し
た

加
入

市
民
課
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所

年
金
手
帳
・
退
職
証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
な
ど
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確

認
書
類
（
通
知
カ
ー
ド
等
）
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
等
）
・
印
鑑

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た

種
別
変
更

市
民
課
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所

年
金
手
帳
・
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認
書
類
（
通
知
カ
ー
ド

等
）
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
・
印
鑑

口
座
振
替
に
し
た
い

納
付
方
法

の
変
更

銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所

口
座
振
替
納
付
申
出
書
・
預
貯
金
通
帳
・
届
け
出
印
・

年
金
手
帳
な
ど

納
付
書
を
紛
失
し
た

再
発
行

年
金
事
務
所

印
鑑
・
年
金
手
帳
な
ど

＊
会
社
に
就
職
し
た
と
き
、
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
場
合
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。
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パパ・ママ応援ショップ優待カードが

新しくなります

こども育成課L224－5724

O224－6705

　有効期限が平成31年3月末日となっている現行の「優待カード」を、

2022年3月末日まで有効の新しい「優待カード」に更新します。

　なお、県公式スマートフォンアプリ「まいたま」内「パパ・ママ応援

ショップサブアプリ」を取得すれば、

改めて窓口で新しいカードを入手す

る必要はありません。更新の手間が

不要なパパ・ママ応援ショップ優待

カードのアプリ版をぜひご利用くだ

さい。

　スマートフォン・タブレットをお持ちの方は右の2

次元バーコードをご利用ください。

対 象…18歳に達して次の3月31日を迎えるまでの子

または、妊娠中の方がいる家庭

新しい「優待カード」の配布方法

■18歳までの子を持つ家庭およびすでに母子健康手帳の交付を受け

ている家庭

　新しい優待カードは、こども育成課（本庁舎3階）・市民センター・

南連絡所・証明センターで、子の健康保険証などを確認して配布しま

す。

■これから母子健康手帳の交付を受ける家庭

　市民課（本庁舎1階）・市民センター・南連絡所・証明センター・総

合保健センターで、母子健康手帳と同時に配布します。

＊最新の県内協賛店舗の情報は、埼玉県結婚・妊娠・出産・子育て応

援サイトで検索が可能です。

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
評
価

額
が
確
認
で
き
ま
す

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

資
産
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
4
2

O
2
2
6
︲
2
5
3
9

　

納
税
者
が
、
自
己
の
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
他
と
比
較
し

て
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
ま

す
。

縦 

覧
期
間
…
4

月
1

日
㈪
～
5

月
31

日
㈮

対 

象
…
納
税
者
▼
同
一
世
帯
の
親
族
▼
納

税
管
理
人
▼
相
続
人
代
表
者
▼
納
税
者

の
委
任
状
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印

の
押
印
の
あ
る
も
の
）
を
持
つ
方

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

資
産
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
4
2

O
2
2
6
︲
2
5
3
9

　

自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
の
課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。
右

記
縦
覧
期
間
内
は
「
名な

寄よ
せ

帳
兼
課
税
台
帳

の
写
し
」
を
無
料

交
付
（
1

回
の
み
）

し
ま
す
。
な
お
、

閲
覧
は
、
縦
覧
期

間
以
降
も
で
き
ま
す
。

対 

象
…
固
定
資
産
の
所
有
者
▼
同
一
世
帯

の
親
族
▼
納
税
管
理
人
▼
相
続
人
代
表

者
▼
所
有
者
の
委
任
状
（
法
人
の
場
合

は
代
表
者
印
の
押
印
の
あ
る
も
の
）
を

持
つ
方

■
縦
覧
・
閲
覧
の
会
場
、
持
ち
物

会
場
…
同
課
（
本
庁
舎
2

階
）

持 

ち
物
…
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
前
年
度
納
税
通
知
書

等
）

不
服
審
査
の
申
し
出

市
民
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
3
7

O
2
2
6
︲
2
5
4
0

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
「
川
越
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
へ
審
査
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申 

し
出
先
…
同
委
員
会
（
本
庁
舎
2

階
・

市
民
税
課
内
）

申 

し
出
期
間
…
4

月
1

日
㈪
以
降
に
、
納

税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
3

か
月
以
内
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受
講
を
支
援
す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
の
方

に
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）
・
介
護
福
祉

ひ
と
り
親
の
方
の
就
業
支
援

こ
ど
も
家
庭
課

L
2
2
4
︲
5
8
2
1

O
2
2
5
︲
5
2
1
8

　

就
職
の
際
に
有
利
と
な
り
、
生
活
の
安

定
の
助
け
と
な
る
資
格
の
取
得
や
講
座
の

士
・
保
育
士
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
等
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
る

場
合
に
支
給
し
ま
す
。
今
後
該
当
が
見
込

ま
れ
る
方
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対 

象
…
次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
市
内
在

住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、
②
現
在
、

修
業
と
就
労
ま
た
は
子
育
て
の
両
立
が

困
難
、
③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に

あ
る
、
④
課
程
が
1

年
以
上
の
、
前
記

資
格
（
看
護
師
等
）
の
資
格
取
得
養
成
機

関
に
入
り
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込

ま
れ
る

受 

給
額
…
市
民
税
非
課
税
世
帯
＝
月
額

10

万

円

▼

同

課

税

世

帯

＝

月

額

7

万
5
0
0
円

受 

給
期
間
…
上
限
3

年
間
（
36

か
月
）

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

教
育
訓
練
給
付
の
対
象
講
座
を
受
講
し

た
場
合
に
、
支
払
っ
た
受
講
料
の
一
部
を

支
給
し
ま
す
。

対 

象
…
次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
市
内
在

住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
、
②
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
ま
た
は

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る

対 

象
講
座
…
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練

給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

受 

給
額
…
受
講
料
の
6

割
（
上
限
20

万
円
、

1

万
2
0
0
0
円
以
下
は
支
給
な
し
）

＊
一
般
教
育
訓
練
給
付
金
と
の
差
額
支
給

に
つ
い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
「
こ
え
ど
ち
ゃ
ん
」
は
子
育
て
中
の

母
親
た
ち
の
視
点
で
作
ら
れ
た
子
育
て

情
報
誌
で
す
。

　
新
年
度
版
を
4
月
1
日
㈪
か
ら
公

開
・
配
布
し
ま
す
。
休
館
日
や
開
設
日

時
は
各
施
設
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

電 

子
ブ
ッ
ク
版
…
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

→
「
子
育
て
・
教
育
」
→
「
子
育
て
情

報
誌
」

冊 

子
版
…
同
課
（
本
庁
舎
3
階
）
・
南
連

絡
所
・
公
民
館
・
こ
ど
も
の
城
・
川

越
駅
東
口
児
童
館
・
高
階
児
童
館
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）

「
こ
え
ど
ち
ゃ
ん
」

を
公
開
し
ま
す

子
育
て
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

こ
ど
も
政
策
課

L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

特別児童扶養手当について＝こども政策課L224－6278O223－8786

児童扶養手当について＝こども家庭課L224－5821O225－5218

特 別児童扶養手当…精神または身体に

一定の障害のある20歳未満の子を

育てている方に支給される手当

　児童扶養手当と特別児童扶養手当の額は、物価変動に応じて自動的に額を

改定する「自動物価スライド制度」が取られています。平成30年全国消費者

物価指数の物価変動率（1.0％）が公表されたことを踏まえ、同31年4月から、

次のとおり手当額が改定されます。

児 童扶養手当…父母の離婚、死亡などによって父または母と生計を同じくし

ていない子どもを育てている方や、父または母に重度の障害のある子ども

を育てている方に支給される手当

児童扶養手当等の支給額が変わります

子の人数 月額（全部支給） 月額（一部支給）

1人目 42,910円 42,900円～10,120円

2人目 10,140円 10,130円～  5,070円

3人目以降 6,080円   6,070円～  3,040円

1級（重度） 2級（中度）

52,200円 34,770円

特別児童扶養手当の支給額

児童扶養手当の支給額
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム

住
宅
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す

産
業
振
興
課

L
2
2
4
︲
5
9
3
4

O
2
2
4
︲
8
7
1
2

　

地
域
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
次
の

要
件
を
満
た
す
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
同
課
（
本

庁
舎
5

階
）
で
配
布
す
る
申
請
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
し
直
接
同
課
。
申
請
書
類

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工
事
着
工
し
た

場
合
、
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず

工
事
着
工
2

週
間
前
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

受 

付
開
始
日
…
前
期
＝
4

月
11

日
㈭
▼
後

期
＝
10

月
10

日
㈭

＊
前
・
後
期
と
も
に
補
助
金
が
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

対 

象
工
事
…
次
の
全
て
を
満
た
す
工
事
①

市
内
施
工
業
者
が
行
う
20

万
円
以
上

（
消
費
税
を
除
く
）
の
個
人
住
宅
の
改
修

工
事
、
②
他
の
補
助
対
象
工
事
で
な
い
、

③
前
期
は
9

月
13

日
㈮
ま
で
、
後
期
は

来
年
2

月
28

日
㈮
ま
で
に
完
了
す
る
工

事
対 

象
…
次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
川
越
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
、
②
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
住
宅
の
所
有
者
で
、
そ
の
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
、
③
市
税
に
滞
納
が
な

い
、
④
過
去
に
同
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い

補 

助
額
…
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
（
消

費
税
を
除
く
）
の
う
ち
1
0
0
分
の
5

に
相
当
す
る
額
で
、
7

万
円
を
限
度

（
1
0
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

保
健
総
務
課

L
2
2
7
︲
5
1
0
1

O
2
2
4
︲
2
2
6
1

日 

時
…
4

月
25

日
㈭
午
前
10

時
～
11

時
45

分
▼
午
後
1

時
～
4

時

会
場
…
市
役
所
本
庁
舎
前　

＊
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登
録
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
健
康
管
理
課

L
2
2
9
‐
4
1
2
4

O
2
2
5
‐
2
8
1
7
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
新
社
会
人
応
援
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

新
た
に
社
会
人
に
な
っ
た
方
を
対
象

に
、
4

月
か
ら
6

月
ま
で
「
新
社
会
人
応

援
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

県
内
の
献
血
ル
ー
ム

や
献
血
バ
ス
で
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
く

と
、
埼
玉
県
限
定
の

記
念
品
「
白
雲
石
コ

ー
ス
タ
ー
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

繁
殖
抑
制
を
図
り
、
地
域
の
良
好
な

生
活
環
境
を
促
進
す
る
た
め
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術

を
実
施
す
る
方
に
、
そ
の
手
術
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
受
け

付
け
は
先
着
順
で
、
第
１
期
・
第
2

期
共
に
、
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
か
、
同
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

申 

請
期
間
…
第
1

期
＝
4

月
1

日
㈪

～
9

月
30

日
㈪
▼
第
2

期
＝
10

月

1

日
㈫
～
来
年
2

月
28

日
㈮

申 

請
で
き
る
方
…
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
方

対  
象
と
な
る
猫
…
市
内
に
生
息
し
、

飼
い
主
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
猫
（
飼
い
猫
は
対
象
外
）
で
、
協

力
動
物
病
院
で
不
妊
・
去
勢
手
術

（
併
せ
て
片
耳
に
Ｖ
字
カ
ッ
ト
）
を

受
け
る
猫

補 

助
額
…
不
妊
手
術（
メ
ス
）
＝
1

匹

に
つ
き
7
0
0
0
円
▼
去
勢
手
術

（
オ
ス
）
＝
1

匹
に
つ
き
4
0
0
0

円
＊
右
記
を
限
度
額
と
し
、
手
術
費
用

が
限
度
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
手

術
費
用
と
し
ま
す
。

申 

し
込
み
…
同
課
（
保
健
所
１
階
）
で

配
布
す
る
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
直
接
同
課

＊
必
ず
手
術
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

「
片
耳
に

V

字
カ
ッ

ト
」
っ
て
？

　

一
度
不
妊
・
去
勢

手
術
を
し
た
猫
を
間

違
っ
て
、
も
う
一
度

捕
獲
し
な
い
た
め
の

目
印
で
す
。

食
品
・
環
境
衛
生
課

L
2
2
7
︲
5
1
0
3

O
2
2
4
︲
2
2
6
1

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す



子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

　

敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
70
歳
以
上
の
方
が
あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
、
鍼し

ん

灸
き
ゅ
う

の
い
ず
れ
か
を

無
料
で
１
回
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
敬
老
マ
ッ
サ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
は
、

70
歳
以
上
の
方
に
利
用
券
付

き
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
て
い
ま

し
た
。
4
月
1
日
㈪
か
ら
、

高
齢
者
い
き
が
い
課

L
2
2
4
︲
5
8
0
9

O
2
2
9
︲
4
3
8
2

敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
交
付
方
法
を
変
更
し
ま
す

引
き
続
き
紙
類
収
集
の
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す

資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
中
に

は
、
菓
子
箱
や
包
装
紙
な
ど
の
「
紙
類
」

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
分

別
・
資
源
化
し
、
可
燃
ご
み
の
減
量
を
図

る
た
め
、
名
細
地
区
お
よ
び
霞
ケ
関
北
地

区
を
対
象
に
、
紙
類
の
収
集
機
会
を
増
や

す
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

収
集
の
拡
大
に
向
け
て
4

月
以
降
も
引

き
続
き
同
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
地

区
の
方
に
は
、
こ
の
広
報
川
越
と
同
時
期

に
「
紙
類
収
集
拡
充
モ
デ
ル
事
業
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。仮

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
）
を
行
い
ま
す

　　

平
成
30

年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

個
人
住
民
税
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て

い
る
方
は
、
引
き
続
き
4

月
か
ら
仮
徴
収

を
行
い
ま
す
。
差
し
引
き
額
は
平
成
31

年

2

月
と
同
額
で
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
住
民
税
は
平
成
30

年
度

の
公
的
年
金
等
に
係
る
年
税
額
の
6

分
の

1

に
相
当
す
る
額
と
な
り
ま
す
。
各
税

（
料
）
金
は
、
昨
年
中
の
収
入
状
況
を
基
に

6

月
か
ら
7

月
に
決
定
し
、
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す
。
決
定
額
と
仮
徴
収
済
み
額
の

差
額
は
、
10

月
（
介
護
保
険
料
は
8

月
）
以

降
分
で
調
整
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
各
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

次
の
と
お
り
窓
口
で
の
申
請
方
式
に
変
更
し
ま
す
。

　

同
利
用
券
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申 

請
方
法

　

申
請
場
所
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
提
示
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申  

請
場
所
…
同
課
（
本
庁
舎
３
階
）
・
市
民
セ
ン
タ
ー
・

南
連
絡
所

必 

要
な
物
…
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
証
明
す
る
物
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

「都市鉱山からつくる！　みんなのメダルプロ
ジェクト」へのご協力ありがとうございました

　同プロジェクトの回収受け付けは、3月末をもって終

了します。

　なお、使用済み小型家電の回収は、引き続き行います。

4月以降も市役所本庁舎、市民センター等に回収ボック

ス（投入口10cm ×25cm）を常設しますので、ご協力

をお願いします。

内
容

担
当
課

国
民
健
康

保
険
税

国
民
健
康
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
3
3

O
2
2
4
︲
7
3
1
8

介
護
保
険
料

介
護
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
1
7

O
2
2
4
︲
5
3
8
4

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

高
齢
・
障
害
医
療
課

L
2
2
4
︲
5
8
4
2

O
2
2
4
︲
7
3
1
8

個
人
住
民
税

市
民
税
課

L
2
2
4
︲
5
6
4
0

O
2
2
6
︲
2
5
4
0

資源循環推進課L239－6267

O239－5054

9 広報川越№1435・2019.3.25
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同
計
画
は
平
成
28

年
に
改
正
さ
れ
た

自
殺
対
策
基
本
法
を
踏
ま
え
、
川
越
市

の
自
殺
対
策
を
さ
ら
に
包
括
的
に
推
進

す
る
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
10

年
以

降
、
３
万
人
を
超
え
る
状
態
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
同
22

年
か
ら
８
年
連
続

で
減
少
し
、
同
29

年
の
自
殺
者
数
は

2

万
1
3
2
1
人
で
し
た
。

　

し
か
し
、
自
殺
死
亡
率
（
人
口
10

万

人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
）
は
16

・
８
と
、

い
ま
だ
多
く
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て

い
ま
す
。

　

同
計
画
で
は
、
「
生
き
る
こ
と
を
包

括
的
に
支
え
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
失
業
や
多
重
債
務
な
ど
、
生
き

に
く
く
す
る
要
因
を
減
ら
し
、
自
己
肯

定
感
、
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
、
危
機

回
避
能
力
な
ど
の
生
き
る
力
を
増
や
す

よ
う
な
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
精
神
保
健
福
祉
や
医

療
分
野
だ
け
で
な
く
教
育
、
労
働
な
ど

の
各
分
野
と
も
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

60

歳
以
上
の
高
齢
の
方
の
自
殺
者
が

多
く
、
40

歳
代
か
ら
50

歳
代
の
働
く
世

代
の
自
殺
死
亡
率
が
高
い
傾
向
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
の
方
に
お
い
て
は
、
本
人
に
つ

い
て
の
身
体
の
衰
え
に
よ
る
健
康
問
題

や
経
済
的
な
問
題
、
家
族
に
つ
い
て
の

介
護
問
題
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
困
難
が
生
じ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

働
く
世
代
は
、
家
庭
や
職
場
の
両
方

で
重
要
な
立
場
に
置
か
れ
、
心
理
的
に

も
社
会
的
に
も
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
年
代
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
「
高
齢
者
へ
の
支

援
」
と
「
働
く
世
代
へ
の
支
援
」
を
同

計
画
の
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ま

し
た
。　

　

同
計
画
で
は
、
5

つ
の
基
本
施
策
と

8

つ
の
主
な
取
り
組
み
に
基
づ
き
、
総

合
的
に
自
殺
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

①
高
齢
者
へ
の
支
援

　

高
齢
の
方
や
家
族
が
抱
え
る
健
康
や

介
護
、
生
活
な
ど
の
問
題
に
包
括
的
に

対
応
す
る
た
め
、
関
係
機
関
の
連
携
を

促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
の
方
の
孤
立
・
孤
独
を

予
防
す
る
た
め
、
見
守
り
体
制
の
整
備

と
、
高
齢
の
皆
さ
ん
が
集
う
場
や
生
き

が
い
発
揮
の
場
の
提
供
な
ど
に
よ
り
社

会
参
加
を
促
し
、
生
き
や
す
い
地
域
環

境
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

②
働
く
世
代
へ
の
支
援

　

無
職
の
方
、
失
業
者
に
対
し
て
は
、

就
職
活
動
を
支
援
す
る
相
談
窓
口
や
講

座
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

失
業
や
退
職
な
ど
に
よ
り
引
き
起
こ

る
経
済
的
な
問
題
に
対
し
て
は
、
借
金

や
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
支
援
や
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
の
連
動
に
よ

り
、
包
括
的
に
自
殺
予
防
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

保
健
予
防
課

L
2
2
7
︲
5
1
0
2

O
2
2
7
︲
5
1
0
8

「
川
越
市
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
～
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
～

自
殺
対
策
計
画
が
目
指
す
も
の

市
の
現
状

支
援
の
方
向
性
（
重
点
施
策
）

計
画
の
位
置
付
け

＊
同
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
課
（
保

健
所
1
階
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

1　関連機関・団体との連携を強化するⅠ　地域におけるネットワークの強化

Ⅱ　自殺対策を支える人材の育成

Ⅲ　住民への啓発と周知の充実

Ⅳ　生きることの促進因子への支援

Ⅴ　子ども・若者の自殺対策の推進

2　自殺対策に係る人材の育成及び対策を支える人を支援する

3　自殺の実態を把握し周知する

4　市民一人ひとりの気づきと見守りを促す

5　心の健康づくりを促進する

6　適切な精神科医療や福祉サービスを受けられるようにする

7　社会全体の自殺リスクを低下させる

8　児童・生徒及び若者の自殺予防対策を推進する

重点施策1

高齢者への支援

重点施策2

働く世代への支援主な取組基本施策

＜体系図＞

子
育
て
情
報
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設
情
報
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・
健
康

ひ
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ま
ち

市
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相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム
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■
自
殺
予
防
に
関
す
る
普
及
啓
発

　
　
埼
玉
い

の

ち

の

電

話
、
東
武
鉄

道
㈱
、
東
日

本
旅
客
鉄
道

㈱

と

共

催

で
、
川
越
駅
の
構
内
で
啓
発
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
か

わ
ご
え
産
業
フ
ェ
ス
タ
」
「
つ
ば
さ
館

ま
つ
り
」
等
で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
啓
発
物
の
配
布
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か

に
も
、
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の

配
布
、
踏
切

に
お
け
る
啓

発
看
板
の
掲

示
、
中
央
図

書
館
で
関
連

書
籍
の
企
画

展
示
と
貸
し

出
し
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
周
り
の
人

の
異
変
に
気
付
き
、
必
要
な
専
門
機
関

に
つ
な
ぐ
役
割
を
持
つ
人
の
こ
と
で

す
。
受
講
者
が
身
近
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
と
し
て
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
基
礎
的
知

識
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
介
護
支
援
専
門
員
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
養
護
教
諭
な
ど
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。

■
普
及
啓
発
講
演
会

　
精
神
保
健
福
祉
や
自
殺
対
策
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
知
識
の
普
及
、
情
報

提
供
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講

演
会
や
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
ひ
き
こ
も
り
公
開
講
座

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
正
し
い
理
解

と
知
識
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
公
開

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室

　
統
合
失
調
症
を
抱
え
る
家
族
に
必
要

な
知
識
や
情
報
を
提
供
し
、
家
族
同
士

の
悩
み
を
分
か
ち
合
う
機
会
と
し
て
家

族
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

啓発ポスター

＊
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
参
加

方
法
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
課
（
保

健
所
1
階
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
自
殺
対
策
基
本
法
が
平
成
28
年
に
改

正
さ
れ
、
3
月
が
「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」
、
9
月
10
日
か
ら
16
日
が
「
自
殺
予

防
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
も
同
月
間
、
同
週
間
に
合
わ
せ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

　食事の量が減った、眠れていないよ

うだ、ため息が目立つ、飲酒量が増え

た、口数が減ったなど、周囲の人が「い

つもと違う」とき、あなたも声を掛け

ることから始めてみませんか。

川越駅構内で行った啓発
キャンペーンの様子

踏切に掲示した啓
発看板
踏切に掲示した啓
発看板

中央図書館で行われた企画展
示の様子
中央図書館で行われた企画展
示の様子

相 談 窓 口
悩んだら早めに

相談を ! 保健予防課L227－5102O227－5108保健予防課L227－5102O227－5108

　精神保健福祉士・保健師によるこころの健康、精神

保健福祉に関する相談を受け付けています。お気軽に

ご連絡ください。電話相談は随時。面接相談は要事前

予約。相談者の秘密は守られます。

うつに関する相談

面接相談日…毎月第1・第3金曜日

ひきこもりに関する相談

面接相談日…毎月第2金曜日

アルコールに関する相談

面 接相談日…毎月第4金曜日（12月は第3金曜日）

　そのほかに、下記の連絡先でもこころの健康や悩み

などの相談を受け付けています。

●県立精神保健福祉センター（来所相談予約専用電話）

L048－723－6811（祝・休日を除く月～金曜日、

午前9時～午後5時）

●埼玉県こころの電話（電話相談）

L048－723－1447（祝・休日を除く月～金曜日、

午前9時～午後5時）

●埼玉いのちの電話（電話相談）

L048－645－4343（24時間365日）

自
殺
予
防
関
連
事
業
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

（社福）
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜

●平成30年度包括外部監査の結果報告書が提出されました　監査委員事務局L224－6132O224－1933

　テーマは「保健医療部の財務事務について」。報告書は、情報公開窓口（東庁舎1階）・図書館・公民館、市ホームページで確認

できます。

●スポーツ安全保険をご活用ください　スポーツ振興課L224－6094O224－8712

　（公財）スポーツ安全協会では、平成31年度スポーツ安全保険の加入受け付けをしています。この保険は、スポーツ・文化・ボ

ランティア活動等が対象です。加入依頼書などを公民館・川越運動公園で配布しています。詳しくは、同課までお尋ねください。

●川越市子ども・子育て支援に関するニーズ調査結果報告書の公表　こども政策課L224－6278O223－8786

　第二期川越市子ども・子育て支援事業計画策定に向けて実施した、ニーズ調査結果の報告書を作成しました。報告書は4月1

日㈪から、同課（本庁舎３階）、市ホームページで確認できます。

●福玉相談センターのご案内　防災危機管理室L224－5554O225－2895

　福島県による県外避難者向けの相談窓口を県勤労者福祉センター（さいたま市）に開設しています。開設日時は月～金曜日、

午前９時～午後5時。申し込みは福玉相談センターL0120－60－7722。

路
上
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4

　

路
上
で
の
喫
煙
は
、
他
の
方
に
や
け
ど
を
さ
せ
た
り
、

衣
服
を
焦
が
し
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
特
に
子
ど

も
や
車
椅
子
を
使
用
す
る
人
に
と
っ

て
、
た
ば
こ
を
持
つ
手
は
顔
と
同
じ

高
さ
に
な
る
た
め
、
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
は
、

ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で
は
な

く
、
火
災
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
「
川
越
市
路
上
喫
煙
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
内
全

域
（
道
路
や
公
園
な
ど
屋
外
の
公
共

の
場
所
）
で
、
路
上
喫
煙
を
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
加
熱
式
た
ば
こ
も
同
様
で
す

　
加
熱
式
た
ば
こ
と
は
、
電
気
器
具
、
た
ば
こ
葉
（
た
ば

こ
葉
を
加
工
し
た
物
も
含
む
）
を
組
み
合
わ
せ
、
燃
焼
さ

せ
ず
に
電
気
の
加
熱
に
よ
り
発
生
し
た
霧
状
の
ニ
コ
チ
ン

を
吸
引
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
た
ば

こ
製
品
で
、
喫
煙
者
の
間
で
普
及
し

て
い
ま
す
。

　

加
熱
式
た
ば
こ
の
吸
い
殻
も
路
上

に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
紙
巻
た
ば

こ
と
同
様
に
、
路
上
で
の
喫
煙
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
知
る

こ
と
で
、
初
め
て
そ
の

効
果
を
発
揮
し
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
示
さ

れ
た
時
に
は
、
カ
ー
ド

の
内
容
に
沿
っ
た
手
助

け
や
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

障
害
者
福
祉
課

L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
︲
3
0
3
3

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
緊
急
連
絡
先
や
必
要
と
す
る
支
援

の
内
容
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
の
で
き
る
携
帯
用
カ
ー
ド
で

す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
、
災
害
時
や
日
常
生
活
の
中

で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
状
況

に
あ
っ
た
支
援
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
「
手
助
け
が
必

要
な
人
」
と
「
手
助
け
し
た
い
人
」
の
両
者
を
つ
な
ぐ
き
っ

か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
害
者
福
祉
課
（
本
庁
舎
1
階
）
・
健

康
管
理
課
（
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
）
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
障
害
者
福
祉
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対 

象
…
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
難
病
患
者
等
、

緊
急
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
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報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
粒
子
成
分
約
4
3
0
0
種

類
、
ガ
ス
成
分
が
約
1
0
0
0
種
類
の
合
計
約

5
3
0
0
種
類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
約
70
種
類
に
は

発
が
ん
性
が
あ
り
ま
す
。

　

喫
煙
者
が
吸
っ
て
い
る

煙
だ
け
で
な
く
、
た
ば
こ

か
ら
立
ち
上
る
煙
（
副
流

煙
）
や
喫
煙
者
が
吐
き
出

す
煙
に
も
、
多
く
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
人
は
喫
煙
し
な
く

て
も
、
他
人
の
喫
煙
に
よ
り
発
生
し
た
煙
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
を
受
動
喫
煙
と
言
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
は
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す

　

受
動
喫
煙
に
よ
り
、
多
く
の
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
厚
生
労
働
省
の
検
討
会
報
告
書
に

よ
る
と
、
受
動
喫
煙
と
の
因
果
関
係
が
「
十
分
あ

る
」
と
判
定
さ
れ
た
病
気
や
症
状
と
し
て
、
脳
卒

中
、
虚
血
性
心
疾
患
、
肺
が
ん
、
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
（
S
I
D
S
）
、
鼻
へ
の
刺
激
感
、
子
ど
も

の
ぜ
ん
そ
く
の
既
往
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
が
国
で
は
受
動
喫
煙
が
原
因
で
、
脳

卒
中
、
虚
血
性
心
疾
患
、
肺
が
ん
の
病
気
に
か
か

り
、
年
間
1
万
5
千
人
が
死
亡
し
て
い
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
28
年
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
発
表
）
。

た
ば
こ
を
吸
う
あ
な
た
が
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

●
自
宅
や
マ
イ
カ
ー
は
禁
煙
に
す
る

　

換
気
扇
の
下
で
の
喫
煙
や
車
の
窓
を
開
け
て
の

喫
煙
で
は
、
家
族
の
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
喫
煙
は
、
近

所
の
方
に
煙
が
届
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
飲
食
店
な
ど
で
は
、
灰
皿
が
あ
っ
て
も
周
囲
に

配
慮
し
、
喫
煙
場
所
を
考
え
る

　

本
当
に
こ
こ
で
喫
煙
し
て
も
大
丈
夫
？　

自
分

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
受
動
喫
煙
の
害

健
康
づ
く
り
支
援
課

L
2
2
9
︲
4
1
2
1

O
2
2
5
︲
1
2
9
1

の
た
ば
こ
の
煙
の
行
方
を
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
れ
を
機
に
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る

飲
食
店
・
職
場
等
の
原
則
屋
内
禁
煙
が
義
務
化
さ

れ
ま
す

　

平
成
30
年
7
月
25
日
、
「
健
康
増
進
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
改
正
の
趣
旨
は
、
「
望
ま
な
い
受
動

喫
煙
の
防
止
を
図
る
た
め
、
多
数
の
者
が
利
用
す

る
施
設
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
施
設
等
の
一
定

の
場
所
を
除
き
喫
煙
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
当

該
施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
者
が

講
ず
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、
飲

食
店
・
職
場
等
を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の
人
が
利

用
す
る
施
設
の
原
則
屋
内
禁
煙
が
義
務
化
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る

全
て
の
施
設
の
管
理
者
に
は
、
施
設
の
類
型
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
喫
煙
場
所
の
設
置
ル
ー
ル
の
遵
守

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

施
設
管
理
者
の
皆
さ
ん
は
、
新
た
な
ル
ー
ル
の

適
用
に
向
け
た
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

＊
規
制
の
開
始
日
は
、
2
0
2
0
年
4
月
1
日
（
一

部
の
規
制
は
2
0
1
9
年
7
月
1
日
）
で
す
。
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協
働
推
進
事
業
制
度
は
、
「
市
民
活
動
団
体
等
」
と
市
が
、

そ
れ
ぞ
れ
提
案
す
る
事
業
を
適
切
な
役
割
分
担
で
実
施
し
、

「
協
働
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
制
度
で
す
。
来
年
度
の
「
提

案
型
協
働
事
業
」
と
「
協
働
委
託
事
業
」
を
実
施
す
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
4
月
1
日
㈪
か
ら
同
課
（
本
庁
舎
3
階
）
で
配

布
す
る
応
募
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間
…
4
月
1
日
㈪
～
26
日
㈮

対 

象
…
次
の
全
て
を
満
た
す
市
民
活
動
団
体
等
①
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
活
動
場
所
が
あ
る
、
②
公
益
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
、
③
5
人
以
上
で
構
成
し
て
い
る
（
宗
教
活
動
・

政
治
活
動
・
選
挙
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
等
は
不
可
）

＊
「
市
民
活
動
団
体
等
」
と
は
、
自
治
会
等
の
地
域
組
織
・

N
P
O

法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
市
民
活
動
団
体
等

を
い
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
に
よ
る
「
提
案
型
協
働
事
業
」

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
市
民
活

動
団
体
等
」
が
主

体
的
に
取
り
組
む

協
働
事
業
を
募
集

し
ま
す
。
市
は
、

そ
の
事
業
に
対
し

て
経
費
の
一
部
を

補

助

す

る

こ

と

で
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

補 

助
金
額
…
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1
（
上
限
20
万
円
）

申 

し
込
み
…
同
課
（
本
庁
舎
3
階
）
で
配
布
す
る
応
募
要
項
の

「
補
助
金
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
直
接
同
課

市
が
提
案
す
る
「
協
働
委
託
事
業
」

　

市
が
提
案
す
る
4
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
市
と
協
働
で
実

施
す
る
市
民
活
動
団
体
等
を
募
集
し
ま
す
。

①
イ
ー
ブ
ン
ラ
イ
フ 

in 

川
越

　

人
権
週
間
に
ち
な
み
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
市
民
へ
の
啓
発
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
事
業
で
す
。

②
子
育
て
情
報
誌
作
成

　

子
育
て
中
の
方
や
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
す
る
方
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
の
制
度
、
各
種
相
談
窓
口

や
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
情
報
誌

を
作
成
す
る
事
業
で
す
。

③
か
わ
ご
え
エ
コ
ツ
ア
ー

　

環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
市
内
の
環
境
ス

ポ
ッ
ト
の
見
学
な
ど
を
行
う
事
業
で
す
。

④
こ
え
ど
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

市
内
の
市
民
活
動
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
個

人
が
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
情
報
紙
の
発

行
や
講
座
等
を
行
う
事
業
で
す
。

申 

し
込
み
…
同
課
（
本
庁
舎
3
階
）
で
配
布
す
る
応
募
要
項
の

「
事
業
提
案
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
直
接
同
課

川
越
市
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

広
聴
課

L
2
2
4
︲
5
0
1
1

O
2
2
2
︲
5
4
5
4

　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
は
、
市
民
の
権
利
・

利
益
を
守
り
、
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、
市
政
へ
の
苦
情
や
不
服
に

つ
い
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
解
決
を

図
る
制
度
で
す
。

●
申
し
立
て
の
手
続
き

　

市
政
に
対
す
る
苦
情
で
、
申
立
人
自
身
の

直
接
の
利
害
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
し
立
て
は
、
同
課
（
本
庁
舎
3

階
）
・
市

民
セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所
に
あ
る
「
苦
情
申

立
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
直
接
申
立
書
配
布
場
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
、
〒
3
5
0
‐

8
6
0
1
川
越
市
役
所
広
聴
課
）
。

●
苦
情
の
範
囲

　

苦
情
の
内
容
は
、
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
日

か
ら
1

年
以
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
議
会

に
関
す
る
事
項
な
ど
、
調
査
で
き
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
同
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
川
越
市
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

松ま
つ

本も
と

弥や

よ

い生
さ
ん
（
代
表
・
弁
護
士
）
▼
陸く

が

登と

美み

江え

さ
ん
（
医
療
法
人
理
事
）
▼
本も

と

山や
ま

賢け
ん

太た

郎ろ
う

さ

ん
（
弁
護
士
）

協
働
事
業
を
募
集
し
ま
す

地
域
づ
く
り
推
進
課

L
2
2
4
︲
5
7
0
5

O
2
2
4
︲
6
7
0
5

提案型協働事業「プレママつながり事業」提案型協働事業「プレママつながり事業」

提案型協働事業「川越百景絵画展」提案型協働事業「川越百景絵画展」

イ
ン


